
　第９学年１組　数学科学びプラン 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　島根大学教育学部附属義務教育学校　　大谷　由香 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（yuka-otani@edu.shimane-u.ac.jp

） 

１　単元名　三平方の定理 

２　単元目標 

○三平方の定理についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学

的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。（知識及び技能） 

○図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現することができる。（思

考力，判断力，表現力等） 

○三平方の定理について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に

生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，よ

りよく問題解決しようとする態度を身に付ける。（学びに向かう力，人間性等) 

３　これまでの取組　 

　生徒はこの４月から，自由進度学習に取り組んでいる。はじめは１時間内の自由進度学習からスタートし

，１時間の学習過程をClassroomに提示し（図１），１時間の授業をどう取り組むかを生徒に委ねることから

始めた。慣れてきたところで，次のステップとして，単元内自由進度学習を行った。その際は，生徒に学習

の手引きを提示し，単元ゴールをレポート作成と設定して取り組んだ。その後は年間を通して，一斉授業，

１時間内自由進度，単元内自由進度を混ぜながら行っている。例としては，単元の導入は１～３時間程度の

一斉授業，その続きを１時間内自由進度または単元内自由進度を行うことが多い。単元内自由進度を行う場

合は，途中にミッションを設定し，他者参照を可能なFigjam（図２）を使って，説明を書いたり，動画で説

明を録画したりしたものを提出する活動を取り入れている。この活動により，生徒は友達に一度説明を聞い

てもらったり，アップしてある動画を見てわからないところを該当の友達に聞きに行く姿が見られ，協働的

な学びにつながっていると考えている。また，単元ゴールをレポート提出に設定し，その課題解決のための

問いや困ったことなどをPadlet（図３）に投稿できるようにしている。これは学年全体で共有し，生徒同士

で質問したり，それに答えたり，よいよい方法を生み出したりする姿が見られ，自ら学ぶ姿や他者と協働し

て学ぶことにつながると考えている。 

４　単元計画（13時間） 

第１次（５時間）直角三角形の３辺の関係 

第２次（８時間）三平方の定理の利用 

５　単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①三平方の定理の意味を理解し，それが証明

　できることを知っている。 

②三平方の定理を使って、直角三角形の２辺

　の長さから残りの辺の長さを求めることが

　できる。 

③三平方の定理の逆の意味を理解している。 

④三角形の３辺の長さの関係に着目して、そ

　れが直角三角形かどうかを判別することが

　できる。 

①三平方の定理を見いだ

　すことができる。 

②三平方の定理を具体的

　な場面で活用すること

　ができる。 

①三平方の定理について考え

ようとしている。 

②三平方の定理について学ん

だことを生活や学習に生か

そうとしている。 

③三平方の定理を活用した問

題解決の過程を振り返って

評価・改善しようとしてい

る。 

６　本時の学習（本時２／５時間）　 

(1) 学習の手引き 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/ 
1QHO3Ag2Vcf6uNYcVojsOoMen7GBiMGISl85UQLbJcHE/edit?usp=sharing 

https://drive.google.com/file/d/1QxxXI-dsB55j4CUCZHqnjWGwQzq_EqFK/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10wWVRLMlx1MO4K-Kdl8yLeM8vsKDeeYS/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10wWVRLMlx1MO4K-Kdl8yLeM8vsKDeeYS/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1KR0FCI3-GQBs9j3kv_Wgbi0Gqgt8zhul/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/14m04RdKLElygrkPQZvjMs_LAaTbYuA5V/view?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1QHO3Ag2Vcf6uNYcVojsOoMen7GBiMGISl85UQLbJcHE/edit?usp=sharing%EF%BC%88%E4%BD%9C%E6%88%90%E9%80%94%E4%B8%AD%EF%BC%89
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1QHO3Ag2Vcf6uNYcVojsOoMen7GBiMGISl85UQLbJcHE/edit?usp=sharing%EF%BC%88%E4%BD%9C%E6%88%90%E9%80%94%E4%B8%AD%EF%BC%89


 

(2) 教師の支援 

① 自ら学習を進めることができるような環境設定 

(ア) 学習の手引きの作成 

・生徒が自分で計画を立てたり修正できるよう，めあて・時間数・学習の流れ・活用できる学習材・最終　

　ゴールの記載。 

・チェック項目（例：「友達に説明できた」「友達の考えから学んだ」）を設けて協働学習を促進。 

・ミッションを設定し，学びの定着や協働の機会を確認。 

(イ) 学習環境づくりの工夫 

・興味・関心，学習速度に応じた教材を準備し，生徒が方法を選べる環境。 

・デジタル教材（デジタル教科書，eboard，オリジナル動画）を提供。 

・答え合わせの教材に途中式を含め，解答PDFやデジタル教科書を活用して自己学習方法を選択可能に。 

・個への支援の充実 

(ウ) 必須学習と自由選択学習を設定し，自分のペースで学べる環境を整備。 

・スプレッドシートによるふりかえりシートを活用し，進捗状況を把握し支援を強化。 

② 授業内での働きかけ 

・ふりかえりシートや机間支援を通じて，生徒の学びを確認し，自己選択・自己決定の積み重ねを支援。 

・学習に向かえていない生徒には学習の手引きや問いかけでサポートし，対応策や興味に応じた学びを提　

　案。 

・質問への対応ではすぐに答えず，生徒の考えを整理・焦点化させ，自力解決を促進。 

・友達との交流や協働を促し，学びの広がりを支援。 

・解決後の生徒には別解やよりよい方法を考えるよう問いかけ，新たな学びや協働的な活動を提案。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/file/d/1L3uXYCgb9flQLz95VdMTuKUxIjS2psM0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_7irj6Zpx1-nSmLT3accR97wToEfqRO9/view?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1yrpxHX-0COwxIHDEhVuK-GCGzrSg4MB49VMSa_KgRTg/edit?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1wIioNodex3s1ypI5YOU_p8-lgDSvS0h-/view?usp=sharing


 

 

 

 

 

 

 


	　第９学年１組　数学科学びプラン 
	２　単元目標 
	３　これまでの取組　 
	４　単元計画（13時間） 
	５　単元の評価規準 
	６　本時の学習（本時２／５時間）　 
	(1) 学習の手引き 
	 
	(2) 教師の支援 



